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絡
バ
ス
路
線
は
、現
行
を
維
持
す
る
。
ま
た
、

支
所
間
連
絡
バ
ス
路
線
は
、
路
線
タ
ク
シ
ー

と
の
乗
り
継
ぎ
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
既
存

バ
ス
路
線
の
増
便
を
行
う
。

　

一
方
、
路
線
タ
ク
シ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
が
競

合
す
る
地
区
内
連
絡
バ
ス
路
線
は
廃
止
す
る
。

　

廃
止
路
線
… 

神
石
〜
土
生
線
、
豊
松
〜
仁

吾
線
、
豊
松
〜
石
原
谷
線

イ　

路
線
タ
ク
シ
ー
の
導
入

　

基
幹
交
通
機
関
（
乗
合
バ
ス
）
を
補
完
し

て
集
落
と
地
区
内
の
中
心
地
や
主
要
バ
ス
停

を
連
絡
す
る
交
通
手
段
と
し
て
は
、
定
時
で

定
路
線
を
各
地
区
週
２
日
、
２
往
復
運
行
す

る
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
導
入
す
る
。

ウ 　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
空
き
時
間
を
利
用
し
た

町
営
バ
ス
の
運
行

　

小
中
学
校
の
登
下
校
の
時
間
帯
以
外
の
時

間
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
油
木
〜
豊

松
線
、
町
立
病
院
〜
豊
松
線
を
運
行
す
る
。

エ　

地
域
公
共
交
通
利
用
促
進
対
策
の
実
施

① 

乗
合
バ
ス
・
路
線
タ
ク
シ
ー
の
相
互
の
利

用
の
促
進
の
た
め
、
乗
換
え
を
考
慮
し
た

運
行
ダ
イ
ヤ
で
運
行
す
る
。

② 

乗
り
換
え
客
の
多
い
バ
ス
停
に
つ
い
て

は
、
バ
ス
停
留
所
に
待
合
室
を
設
置
し
、

待
合
の
環
境
を
整
備
す
る
。

③ 

町
内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
の
運
賃
を
割

引
し
、
路
線
バ
ス
利
用
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
。

④ 

バ
ス
運
行
の
維
持
に
向
け
て
、
住
民
の
バ

ス
利
用
の
促
進
を
広
報
・
イ
ベ
ン
ト
等
で

働
き
か
け
る
。

オ　

路
線
タ
ク
シ
ー
補
完
事
業
の
導
入

　

地
域
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
難
し

い
集
落
に
対
し
て
は
、
路
線
タ
ク
シ
ー
補
完

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
地
区
の
中
心
地
や

主
要
バ
ス
停
へ
の
連
絡
を
確
保
す
る
。

平
成
21
年
度
か
ら
の

公
共
交
通
体
系
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

１　

基
本
的
な
考
え
方

　

町
の
現
行
の
交
通
手
段
と
し
て
は
、
バ
ス
、

お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
ほ
か

福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
今
後
は
、
乗
合

バ
ス
の
再
編
・
拡
充
、
路
線
タ
ク
シ
ー
の
運
行
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
空
き
時
間

を
利
用
し
た
町
営
バ
ス
の
運
行
を
行
い
、
こ
れ

ら
の
交
通
手
段
が
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
地
域

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
交
通
手
段
の
利
用
が
難
し
い
集
落
に
対

し
て
は
、
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

２　

具
体
的
な
方
向

ア　

乗
合
バ
ス
の
再
編
・
拡
充

　

基
幹
交
通
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

乗
合
バ
ス
の
内
、
町
外
と
連
絡
す
る
広
域
連

平
成
21
年
度
か
ら
の

地
域
公
共
交
通
体
系
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至福山駅前

至福山駅前

国道182号

至東城駅前

至上下駅前

至東城駅前

至上下駅前

１
９

８

７

６

５

４

２

３

１

３
４

２

５

スクールバスの運行及び 
有償一般混乗の導入

スクールバス車両を 
活用した運行(町営バス)

高蓋

県立神石
三和病院

油木

呉ヶ峠 神石支所

豊松

広域連絡バス路線（維持） 

町中心地連絡バス路線（新設・拡充）

油木～高蓋～福山駅前

油木～道上～福山駅前

油木～姫谷・四つ角～福山駅前

東城駅前～油木

高蓋～上井関・四つ角～福山駅前

呉ヶ峠～牧・高蓋～福山駅前

呉ヶ峠～東城駅前

神石支所～上下駅前

上下駅前～高蓋 

油木～神石支所

油木～豊松（町営）

油木～高蓋

呉ヶ峠～県立神石三和病院 

豊松～県立神石三和病院（町営）

広域連絡 
バス路線

町中心地 
連絡バス
路線

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５

呉ヶ峠

市場

神田谷

小畠

四日市

久代畑

至福山駅前

至福山駅前

至東城駅前

至東城駅前

至上下駅前
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至上下駅前
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路線タクシー

バス路線（広域・支所間連絡） 

バス停（乗り換え）

地区中心 

支所管内

路線タクシーの
運行ルート（案）

バス路線
再編計画
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「
県
立
神
石
三
和
病
院
の
移
管
に
関
す
る
覚
書
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た

　

神
石
高
原
町
と
広
島
県
は
、
平
成
20
年
６
月
11
日
に
締
結
し
た
「
県
立
神
石
三
和

病
院
の
移
管
に
関
す
る
協
定
書
」
第
７
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
広
島
県
か
ら
の
支
援

内
容
に
つ
い
て
の
覚
書
「
県
立
神
石
三
和
病
院
の
移
管
に
関
す
る
覚
書
」
を
平
成
20

年
10
月
14
日
に
締
結
。
具
体
的
な
支
援
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
県
か
ら
の
支
援
を
受
け
、
平
成
21
年
４
月
の
町
立
病
院
の
開
院
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

【
覚
書
の
概
要
】

○
資
産
の
無
償
譲
渡

　
 

広
島
県
は
、
県
立
神
石
三
和
病
院
の
用

に
供
さ
れ
て
い
る
財
産
の
う
ち
、
町
が

必
要
と
す
る
も
の
を
無
償
で
譲
渡
す
る
。

（
病
院
敷
地
・
病
院
建
物
・
医
師
公
舎
・

看
護
師
宿
舎
・
職
員
宿
舎
・
付
属
建
物
・

医
療
機
器
及
び
そ
の
他
動
産
）

○
運
営
の
支
援

　

 

広
島
県
は
、
町
が
病
院
を
開
設
し
運
営

す
る
た
め
必
要
な
経
費
と
し
て
、
13

億
２
千
４
百
万
円
を
交
付
す
る
。（
交
付

期
間
：
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
25
年
度

ま
で
の
６
年
間
の
分
割
交
付
）

○
企
業
債
償
還

　

 

県
立
神
石
三
和
病
院
の
建
物
等
の
整
備

に
伴
い
、
県
が
既
に
借
り
入
れ
た
企
業

債
の
償
還
に
要
す
る
経
費
は
、
広
島
県

が
負
担
す
る
。（
県
立
神
石
三
和
病
院
の

建
物
や
医
療
機
器
等
の
整
備
に
伴
う
企

業
債
）

○
病
院
職
員
の
確
保

　

 

広
島
県
は
、
新
病
院
の
職
員
確
保
に
つ

い
て
、
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間
、

町
の
要
請
に
基
づ
き
、
必
要
な
人
的
支

援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

町
立
病
院
の

開
院
に
向
け
て
の
取
り
組
み

〇
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

　

指
定
管
理
者
の
医
療
法
人
社
団
陽
正
会

（
寺
岡
記
念
病
院
）
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〇
病
院
の
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
実
施

　

町
立
病
院
の
開
院
に
向
け
て
改
修
工
事
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
改
修
工
事
】

・
看
板
の
変
更

・ 

１
階
の
待
合
ホ
ー
ル
の
天
井
の
改
修
及
び

照
明
の
取
替

・
中
央
待
合
ホ
ー
ル
に
畳
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

・ 

１
階
の
廊
下
、
天
井
、
壁
の
改
修
や
照
明

の
取
替

○「
指
定
管
理
者
制
度
」
に
つ
い
て

Q   「
指
定
管
理
者
制
度
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で

す
か
。

A   

町
立
病
院
の
運
営
を
民
間
事
業
者
（
医
療
法
人
等
）
に

委
託
し
て
、
運
営
を
任
せ
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

町
立
病
院
の
運
営
は
指
定
管
理
者
の
「
医
療
法
人
社
団
陽

正
会
（
寺
岡
記
念
病
院
）」
が
行
い
ま
す
。

Q  
な
ぜ
、「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導
入
し
た
の
で
す
か
。

A    

町
は
、
こ
れ
ま
で
病
院
運
営
を
行
っ
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
病

院
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
町
立
病
院
の

効
率
的
で
、
健
全
な
経
営
を
す
る
た
め
に
、
病
院
運
営
の
経
験
が

あ
る
民
間
事
業
者
に
運
営
を
任
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

Q  
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
ま
す
か
。

A    

民
間
事
業
者
が
運
営
す
る
こ
と
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
　

①
効
率
的
な
病
院
運
営

　
　

②
病
院
運
営
に
要
す
る
経
費
の
縮
減

　
　

③
民
間
事
業
者
の
発
想
に
よ
る
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

Q  
指
定
期
間
は
、
い
つ
ま
で
で
す
か
。

A   

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

【
町
立
病
院
の
運
営
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
】
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10
月
７
日
、
神
石
高
原
町
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
委
員
の
安
名
弘
行
さ

ん
（
下
豊
松
）
が
、
長
年
の
功
績
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
中
央
会
特
別
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
名
弘
行
委
員
は
昭
和
37
年
か
ら
旧

豊
松
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
と
し
て
国
民
健
康
保
険
事
業
の
円
滑

な
運
営
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
市
町
村

合
併
後
も
神
石
高
原
町
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民

の
健
康
の
た
め
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
21
日
、
第
84
回
広
島
県
畜
産
共
進
会
が
三
次
家
畜
市
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
肉
用
種
種
牛
48
頭
、
乳
用
牛
種
牛
25
頭
が
出
場
。　

神
石
高
原
町

か
ら
は
、
肉
用
種
子
牛
の
部
に
３
頭
、
肉
用
種
成
牛
の
部
に
４
頭
、
乳
用
種
第
１
区
（
未
経
産

牛
）
に
１
頭
が
出
品
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
民
健
康
保
険
中
央
会
特
別
功
労
者
表
彰
を
受
賞

第
84
回
広
島
県
畜
産
共
進
会　

盛
大
に
開
催

肉
用
種　

子
牛
の
部

　

優
秀
賞　

３
席　

８
き
く 

高
木　

義
登
（
草　

木
）

　
　
　
　
　

９
席　

ぜ
ん
き
ょ
う
き
ね
ん 

黒
田　
　

昇
（
高　

光
）

　

優
良
賞　
　
　
　

か
つ
た
だ 

前
原　

由
臣
（
西
油
木
）

肉
用
種　

成
牛
の
部

　

優
秀
賞　

４
席　

や
ま
お
35
の
42 

井
上
栄
之
進
（
有　

木
）

　
　
　
　
　

７
席　

か
み
た
だ
み
つ 

前
原　

由
臣
（
西
油
木
）

　

優
良
賞　
　
　
　

ふ
く
し
ら
４ 

池
田　

盛
幸
（
城　

山
）

　
　
　
　
　
　
　
　

り
か
さ
か
え 

伊
勢
村
春
行
（
古　

川
）

乳
用
種　

第
１
区
（
未
経
産
牛
）

　

優
良
賞　

フ
ジ
イ
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
コ
リ
ー 

藤
井　

鉄
男
（
井
関
大
矢
）

肉用種　子牛の部　優秀賞　３席
８きく　高木義登さん（草木）

2008ゆきふるさとまつり
 10月26日（日）

　力自慢が集まった綱引
王決定戦では17チーム
が出場し、熱戦が繰り広
げられました。また、県
内トップレベルのよさこ
いチームが大集合。艶
やかなステージ
に観客は大盛り
上がりでした。

第15回とよまつふれあいフェスティバル
 10月19日（日）

　快晴のなか、町内はもとより県内外から訪れ
た多くの家族連れらが、恒例の荷車引きレース
や特産トマトの丸かじり選手権など多彩なイベ
ントを楽し
みました。

第24回ふれあい神石まつり
 11月９日（日）

　40 ｍの超ロング巻き寿司を作った
り、折り紙ヒコーキ教室で作った紙ヒコーキ
を飛ばしたりと参加した人も見ていた人も大い

に盛り上がりました。
他にも、丸太の早切
りや芸能発表、各種
出店など盛りだくさ
んの内容で楽しい１
日となりました。

さんわふるさとフェア2008
 10月26日（日）

　小中学生・幼稚園児による鼓笛・吹
奏楽や和太鼓の演奏をはじめ、各種団体等

のステージ発表
や子どもたちに
よる一輪車エキ
シビション、縄
跳び大会で会場
は大勢の人で賑
わいました。

秋の
イベント



神石高原町
観光ガイド

プチ

油 木 高 校 J o u r n a l
ジ ャ ー ナ ル

ジャンボウサギ
「ゆきひめ号」

6広報 神石高原11月号7 広報 神石高原11月号

安
田

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火

　

今
年
も
大
晦
日
に
油
木
地
区
安
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、イ
ベ
ン
ト
「
安
田
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

地
域
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
紅
白
歌
合
戦
の
放
映
や
豚

汁
・
燗
酒
の
ふ
る
ま
い
な
ど
が
あ
り
、
新
年
を
祝
う
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

暖
か
い
格
好
で
、
季
節
外
れ
の
花
火
を
見
に
出
か
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
：
安
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
会

　
　

☎
８
２
‐
２
５
５
４
（
事
務
局
）

　10月 14日より３泊４日，東京方面に修学旅行を行いました。
　１日目は横浜，２日目は班別自主研修。企業訪問（渋谷 109，
TOYOTAなど）やスポーツ・消防・刀剣などの各博物館，明治神宮など，
各班で進路や興味に応じて計画した研修を実施しました。夕方から
は劇団四季『CATS』で「本物」の迫力を体感。３日目は国会議事
堂から東京タワーを経て，東京ディズニーランドへ。４日目は浅草
から隅田川下りを体験し，お台場で修学旅行を締めくくりました。
　これまでにないものを見て，これまでにない体験をして，みんな
それぞれに成長できた有意義な旅でした。

第２学年　修学旅行

普通科１年　世羅智子さん

芸術の秋　書道展出品
　書道部では，広島県高等学校総合文化祭書道部門作
品展へ作品を出品。10月28日に部員４名が広島県立
美術館へ作品の鑑賞に行きました。自分の作品だけでな
く，県内の高校生のすばらしい作品を観ることができ，
良い刺激になりました。
　昨年，部員は２名でしたが，今年は新入生の女子部員
が３名増え，部長の妹尾政寛くん（３年）は大喜びです。
これからも一人ひとりが真剣に書と向き合い，より良い
作品を作っていきたいと思います。

全国ジャンボウサギフェステバル　入賞
　10 月 18・19 日に秋田県大仙町で
第 21回全国ジャンボウサギフェステ
バルが行われ，出品した「ゆきひめ号」
が，Ｍ級（体重６㎏以下の部）で入賞！
審査員の方から，毛並みの良さを特に
評価していただきました。

　福山大学人
間文化学部が
「友だちにす
すめたい本」
コンクール
を今年度初め
て実施しまし
た。これは，
自分が友だち
にすすめたい
本の紹介文を書くというコンクールです。
　24 校 1192 篇の中から，佳作賞に普通
科１年の世羅智子さんが選ばれました。世
羅さんのオススメの本は『三姉妹、ふしぎ
な旅日記－三姉妹探偵団 20 －』（赤川次
郎著・講談社文庫）です。

「友だちにすすめたい本」
コンクール　佳作入賞

浅草にて
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15 土 人権シンポジウム （企画課 TEL：89-3332）

16 日 「食・遊・読」実践交流会 10：00～ 16：00
 （油木シルトピアアリーナ）

図書館まつり 10：00～ 16：00
 （シルトピアカレッジ）

17 月 園庭開放 10：00～ 11：00
 （油木保育所TEL：82-0906）

18 火 SP講習会　事務補助講習会 13：00～
※ 11月 28日まで，毎週火・金曜日開催
 （シルバー人材センターTEL：89-0121）

育児学級なかよしランド 10：00～ 11：30
 （豊松老人福祉センター）

園庭開放 10：00～ 11：00
 （いずみ保育所TEL：87-0099）

19 水
20 木 ミニおひさま広場くるみ 10：30～ 14：00

 （くるみふれあいプラザ）

犬・猫引取り日 （油木・神石地区）

21 金 園庭開放 10：00～ 11：00
 （とよまつ保育所TEL：84-2132）

22 土 高原サロン 13：30～ 16：00
 （総合交流センターじんせきの里）

23 日
24 月
25 火 神石高原町長選挙　神石高原町議会議員一般選挙

 告示日

園庭開放 10：00～ 11：00
 （こばたけ保育所TEL：85-2718）

26 水
27 木
28 金
29 土
30 日 神石高原町長選挙　神石高原町議会議員一般選挙 

 投開票日

1 月
2 火 おひさま広場「クリスマス会」10：00～12：00

 （シルトピアカレッジ）

3 水 行政相談所開設 9：30～ 11：30 （役場神石支所）

4 木 特設人権相談所 10：00～ 15：00
　（油木コミュニティーセンター／企画課TEL：89-3332）

犬・猫引取り日 （油木・豊松・三和地区）

5 金 特設人権相談所 10：00～ 15：00
　（神石老人福祉センター／企画課TEL：89-3332）

平成20（2008）年
 11月/12月

�85-2711

�87-0199

�84-2022

�82-0005

小　畠

福　永

下豊松

油　木

県立神石三和病院

鈴木クリニック

三　原　医　院

吉實クリニック

月 9時～13時 13時～17時日 曜日

県立神石
三和病院

日月 曜日 9時～13時 13時～17時

県立神石
三和病院

お ひ さ ま 広 場（１０：００～１５：００）
火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

※詳しくは地域子育て支援センター（�82-2002）へ

12月 12月11月

11月
15 22 6 13 20
21 5 19
28 12 26
27 4 11 25

19 26 3 10 17 24
18 25 2 9 16

１１

１２

１４
２１
２３
２８
３１

日
日
火
日
水

１２ 県立神石三和病院
吉實クリニック
鈴木クリニック
三 原 医 院
県立神石三和病院

１６
２３
２４
３０
７

日
日
月
日
日

吉實クリニック
鈴木クリニック
県立神石三和病院
鈴木クリニック
三 原 医 院

１１月・１２月の休日当番医

6 土 すっきり運動教室 9：30～ 11：30
 （神石トレーニングセンター）

7 日
8 月 特設人権相談所 10：00～ 15：00

　（豊松基幹集落センター・三和公民館／企画課
 TEL：89-3332）

9 火 育児学級なかよしランド 10：00～ 11：30
 （神石老人福祉センター）

10 水 園庭開放 10：00～ 11：00
 （くるみ保育所TEL：85-3329）

11 木
12 金
13 土 高原サロン 13：30～ 16：00

 （陽光の里文化ホール）

14 日
15 月 園庭開放 10：00～ 11：00

 （油木保育所TEL：82-0906）

16 火 育児学級なかよしランド 10：00～ 11：30
 （保健福祉センター）

園庭開放 10：00～ 11：00
 （いずみ保育所TEL：87-0099）

17 水
18 木 ミニおひさま広場たかふた 10：30～ 14：00

 （さんわ総合センター）

おひさま広場「幼稚園訪問」10：00～ 11：00
 （どんぐり幼稚園）

犬・猫引取り日 （油木・神石地区）

19 金 園庭開放 10：00～ 11：00
 （とよまつ保育所TEL：84-2132）

20 土 年末特別火災予防運動（12/31まで）

21 日
22 月
23 火
24 水
25 木
26 金
27 土
28 日
29 月
30 火
31 水 安田カウントダウン花火

 （安田ファミリーの会TEL：82-2554）

行事カレンダー

11
月

12
月
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 89-3330総務課

　
『
世
界
人
権
宣
言
60
周
年
』
育
て
よ
う
一
人

一
人
の
人
権
意
識　

〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け

が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜

◆ 

12
月
４
日
〜
12
月
10
日
は

　

人
権
週
間
で
す

 89-3332企画課

　

平
成
21
・
22
年
度
に
町
が
発
注
す
る
物
品
購
入
・
貸
借
・

施
設
管
理
業
務
等
の
競
争
入
札
（
見
積
を
含
む
）
に
参
加

す
る
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
町
と
取
引
を
希
望

さ
れ
る
業
者
の
方
は
、
次
の
期
間
内
に
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

 

平
成
20
年
12
月
15
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
21
年
１
月
16
日
（
金
）
ま
で

●
受
付
場
所

　

総
務
課
及
び
各
支
所
町
民
課

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆ 

物
品
・
施
設
業
務
等
競
争
入
札
（
見
積
）

　

参
加
資
格
審
査
申
請
当
初
受
付
の
お
知
ら
せ

　

言
葉
に
で
き
な
い
子
ど
も
の
悲
鳴
を
『
見
な

い
』、『
聞
か
な
い
』
も
虐
待
で
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ

け
た
時
は
、
迷
わ
ず
連
絡
（
通
告
）
し
て
く
だ

さ
い
。
連
絡
（
通
告
）
し
た
人
の
秘
密
は
法
律

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
産
や
子
育
て

に
悩
ん
で
い
た
ら
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ひ
と
り
で
、
ま
た
１
つ
の
機
関
で
は
、
子
ど

も
を
虐
待
か
ら
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
あ

な
た
」
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
で
す
。
子
ど

も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
。

●
連
絡
・
相
談
先

　

福
祉
課　

☎
０
８
４
７
‐
８
９
‐
３
３
３
５

　

福
山
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
８
４
‐
９
５
１
‐
２
３
４
０

◆ 

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　
「
助
け
て
の

 

小
さ
な
サ
イ
ン 

受
け
止
め
て
」

 89-3335福祉課

 89-3366保健課
　

第
４
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
（
老
人
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
）
を
策
定
す
る
た
め
、
10
月
15
日
に
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
町
の
福
祉
施
策
等
の
現
状
整

理
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
し
、
現
状
の
福
祉
施

策
等
は
原
則
と
し
て
継
続
し
、
状
況
に
応
じ
て
見
直
す
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
福
祉
施
策
等
の
内
容
が
十
分

に
お
伝
え
で
き
て
い
な
い
た
め
、
来
年
２
月
以
降
に
住
民

説
明
会
を
実
施
し
、
福
祉
施
策
等
の
周
知
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。
次
回
は
、
12
月
中
旬
頃
に
開
催
し
、
介
護
保

険
給
付
費
の
動
向
等
を
踏
ま
え
た
保
険
料
算
定
を
行
う
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
介
護
保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆ 

第
４
回
高
齢
者
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た

　

期
間
中
、
各
地
区
で
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
悩
み
や
困
り
ご

と
を
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
日

場　
　

所

12
月
４
日（
木
）
油
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

12
月
５
日（
金
）
神
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

12
月
８
日（
月
）
豊
松
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

三
和
公
民
館

※
開
設
時
間
は
い
ず
れ
の
会
場
も
10
時
〜
15
時
で
す
。



Hot Town News

8広報 神石高原11月号9 広報 神石高原11月号

　

年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。
あ
な
た
の
納

め
る
保
険
料
が
、
高
齢
者
世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後
の
生
活
保
障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
の
と
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
な
け

れ
ば
、こ
の
よ
う
な
年
金
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
や
家
族
が
将
来
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
保
険

料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
期
限
か
ら
２
年
間
を
経
過
す
る

と
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆ 

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す

　

社
会
保
険
事
務
所
職
員
を
装
い
、
現
金
自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
М
）

を
操
作
さ
せ
、
振
込
み
を
行
わ
せ
る
「
振
込
み
詐
欺
」
の
被
害
が
全

国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
（
社
会
保
険
事
務
局
及
び
社
会
保
険
事
務
所
）
で
は
、

「
医
療
費
の
払
い
戻
し
や
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
手
数
料
が
必
要
」

と
ご
自
宅
を
訪
問
し
た
り
、「
医
療
費
や
年
金
保
険
料
の
払
い
戻
し

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
料
金
無
料
電
話
）
へ

電
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
電
話
を
さ
せ
、
ご
本
人
に
金
融
機
関
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
出
向
か
せ
、
Ａ
Ｔ
М
を
操
作
し
て
入
金

や
出
金
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ご
家
族
の
勤

務
先
や
基
礎
年
金
番
号
を
お
聞
き
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
信
に
思
わ
れ
る
訪
問
者
や
電
話
の
照
会
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ

の
場
で
対
応
せ
ず
相
手
の
所
属
・
名
前
・
連
絡
先
を
確
認
い
た
だ
き
、

社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

広
島
社
会
保
険
事
務
局
備
後
府
中
事
務
所

　

☎
０
８
４
７
‐
４
１
‐
７
４
２
１

◆ 

「
振
込
み
詐
欺
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

 89-3334住民課

◆住民税の公的年金からの特別徴収（年金天引き）が始まります
　平成21年 10月支給分から公的年金等に係る住民税を年金から特別徴収（年金天引き）する
制度がはじまります。
【対　象　者】　 65歳以上の公的年金受給者（４月１日に老齢基礎年金等を受けている人）で当

該年度の老齢基礎年金額が18万円以上である人が対象となります。
 　※ただし，介護保険料が特別徴収されていない場合，住民税の特別徴収の対象となりません。

【徴収の方法】　 公的年金等に係る所得割額及び均等割額を年６回（開始年度は３回）の年金支給
から天引きされます。

■平成21年の場合
普通徴収（納付書もしくは口座引落） 特別徴収

６月 ８月 10月 12月 ２月
税額 年税額の1/4 年税額の1/4 年税額の1/6 年税額の1/6 年税額の1/6

■平成22年から
特別徴収

仮徴収 本徴収
４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

税額
前年の10月からそ
の翌年の３月までに
徴収した額の1/3

前年の10月からそ
の翌年の３月までに
徴収した額の1/3

前年の10月からそ
の翌年の３月までに
徴収した額の1/3

年税額から仮徴
収した額を控除
した額の1/3

年税額から仮徴
収した額を控除
した額の1/3

年税額から仮徴
収した額を控除
した額の1/3

　ただし，給与所得に係る所得割額は給与から特別徴収，その他所得に
係る所得割額は，普通徴収となります。よって，
　◇年金所得＋給与所得のある方
　　　年金特別徴収　＋　給与特別徴収
　◇年金所得＋営業所得等（農業，不動産所得など）のある方
　　　年金特別徴収　＋　普通徴収（納付書もしくは口座振替）
　というように複数の方法で住民税を納めていただくことになります。



広報神石高原では，みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など，お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場企画課「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jｋ-kikaku＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先

神
石
高
原
掲
示
板

神石高原
バスケットニュース
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完成！神石高原町「ふるさとのむかしばなし」
　私たちの先祖が語り継いでき
た町のむかしばなしを４年間収
録編集し，子どもたちに紹介し
てきました。この郷土の貴重な
文化を受け伝えたいという願い
をこめ，収録の一部を神石高原
町「ふるさとのむかしばなし」と
して一冊の本にしました。この
本は，シルトピアカレッジや公
民館などでご覧いただけます。

 （「ふるさとのむかしばなし」編集委員会）

保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー

避難訓練！みんな落ち着いてできたよ。
　10月14
日，小畠総合
福祉施設の託
児所たんぽぽ
やファミリー
さんわで合同
避難訓練を行
いました。「火事ですよ」という呼びかけに，みん
な落ち着いて避難することができました。最後に
子どもたちは，消防車に乗せてもらえて，とても
うれしそうでした。 （託児所たんぽぽ）

ゴミゼロのエコ祭開催
　「さんわさわ
やか高原eco
祭2008」が11
月 ２ 日，182
ステーション
野外ステージ
で開催されま
した。ゴミゼロを目標にした新たなイベントで，町
外からのお客さんもたくさん訪れ，「エコってやり
がいがありますね」と皆さん楽しんで参加していた
だけました。 （実行委員会Ｔ）

宝くじ助成金でお祭りの道具を新調
　井関・大矢自
治振興会では，
宝くじの助成
金を活用し，お
祭りの道具を新
調。10月５日，
秋祭りでお披露
目されました。
あいにくの雨と
なりましたが，子どもたちの叩く元気な太鼓の音
が響きました。 （井関・大矢　Ｔさん）

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、骨
量
（
骨
密
度
）
が
減
少
し
、

骨
に
す4

が
入
り
も
ろ
く
な
る
病
気
で
す
。

　

女
性
の
場
合
は
、
閉
経
前
後
か
ら
急
激
に
骨
量
が
減
少

し
、
腰
や
背
骨
が
痛
く
な
っ
た
り
曲
が
っ
た
り
、
ひ
ど
く

な
る
と
骨
折
を
起
こ
し
、
寝
た
き
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
意
識
し
な
い
ダ
イ

エ
ッ
ト
は
、
骨
量
を
著
し
く
減
少
さ
せ
ま
す
。
骨
量
が

最
大
と
な
る
若
年
期
に
骨
量
を
よ
り
多
く
し
て
お
く
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
チ
ェ
ッ
ク
表
を
確
認
し
、
た
く
さ
ん

あ
て
あ
ま
る
人
ほ
ど
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

骨
粗
し
ょ
う
症
チ
ェ
ッ
ク
表

□
牛
乳
や
乳
製
品
を
ほ
と
ん
ど
と
ら
な
い

□
ほ
と
ん
ど
運
動
し
て
い
な
い

□
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
い
食
事
を
し
て
い
る

□
日
光
に
あ
た
る
機
会
が
少
な
い

□
食
生
活
が
不
規
則

□
胃
や
腸
が
弱
い

□
加
工
食
品
を
よ
く
食
べ
る

□
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
の
服
用
を
し
て
い
る

□
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
経
験
が
あ
る

□
家
族
に
骨
粗
し
ょ
う
症
の
人
が
い
る

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
よ
う

　
「
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
事
」と

 

適
度
な「
運
動
」「
日
光
浴
」を
！



神
石
高
原
掲
示
板
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SUN MON TUE WED THU FRI

* 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 * * *

SAT

休館日 絵本のおはなし会

23
30
23
30

23
30
24
31

December122008

○
一
日
の
食
事
で
摂
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
目
安
量

 

（
単
位
：
㎎
／
日
）

年

齢

男
性

女
性

中

高

生

１
０
０
０
〜
１
１
０
０

８
５
０

若

年

期

６
５
０
〜
９
０
０

６
０
０
〜
７
０
０

中

年

期

７
０
０

７
０
０

70
歳
以
上

７
５
０

６
５
０

 

「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
（
２
０
０
５
）」
厚
生
労
働
省

○
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
品

食　
　

品

目
安
量

カ
ル
シ
ウ
ム
量
（
㎎
）

豆・種実

豆
腐
（
木
綿
）

½
丁

１
８
０

生
揚
げ

½
枚

１
６
２

糸
引
き
納
豆

１
パ
ッ
ク

45

ご
ま

３
ｇ

36

野菜

小
松
菜

⅓
束

１
７
０

か
ぶ
の
葉

１
株
分

88

大
根
の
葉

50
ｇ

１
６
０

切
り
干
し
大
根

10
ｇ

54

乳製品

牛
乳
（
２
０
０
㎖
）

１
本

２
２
０

ス
キ
ム
ミ
ル
ク

大
さ
じ
２
杯

１
３
２

ヨ
ー
グ
ル
ト

１
３
０
ｇ

１
５
６

魚介・海草

わ
か
さ
ぎ

中
５
尾

４
５
０

い
わ
し
丸
干
し

中
３
尾

１
６
７

し
し
ゃ
も

中
３
尾

２
３
１

桜
え
び

大
さ
じ
１
杯

１
６
０

干
し
ひ
じ
き

大
さ
じ
２
杯

１
４
０

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い

食
品
を
食
べ
る
こ
と
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

は
体
の
中
で
つ
く
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
は
日
光
浴
が
必

要
で
す
。
目
安
は
、
夏
な
ら
木
陰
で
30
分
、
冬
な
ら
顔

や
手
に
太
陽
を
１
時
間
あ
び
る
ぐ
ら
い
で
す
。

　

ま
た
、
骨
に
力
が
か
か
る
よ
う
な
適
度
な
運
動
も
必

要
で
す
。
軽
く
汗
ば
む
程
度
で
１
日
60
分
、
１
週
間
に

３
日
以
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

新着CD・DVD紹介
（CD）
・FUNK AHOLiC スガ　シカオ
・クライマックス　ロマンティック・ソングス オムニバス
・PANIC FANCY ORANGE RANGE
・EXILE ENTERTAINMENT BEST EXILE
・ライフアルバム いきものがかり
・にっかん飛切落語会 六代目 三遊亭圓生　口演　他 10枚
（DVD）
・おかあさんといっしょ　ぐ～チョコランタン　うたとおはなし
・クインテット　ゆかいな５人の音楽家　オリジナル
・クインテット　ゆかいな５人の音楽家　収穫祭

・忍者サノスケじいさん　わくわく旅日記　１～10巻
 なすだ　みのる／文・あべ　はじめ／絵
・怪談レストラン　１～30巻
 松谷みよ子／責任編集・たかい　よしかず・かとう　くみこ／絵
・くろずみ小太郎旅日記　その６　怪僧わっくさ坊暴れる！の巻
 飯野　和好／作
・木の実のけんか 片山　健／絵・岩城　範枝／文
・とんがりぼうしのクロチルダ
 エヴァ・モンタナーリ／作・井辻　朱美／訳
・キャリア教育　自立していく子どもたち 渡辺三枝子／著
・内臓脂肪を減らすおいしいレシピ　食べて防ぐ生活習慣病
 貴堂　明世／著
・絵画遊び100倍楽しむ基本技法　のびのび描ける・好きになる幼児の指導
 鳥垣　英子／著
・かんたん！ながらストレッチ　もう介護なんてこわくない！
 田村　英司／編著

新着本紹介

このほかに新しい本も入りましたので，ご利用ください。

来月の
「絵本のおはなし会」
12月も「ゆきんこ」のみなさ
んによる楽しい絵本のおはなし
会があります。みなさんぜひ聴
きに来てください。

と　き
12月 6日（土）ひる２時～
12月20日（土）ひる２時～

ところ
シルトピアカレッジ図書館
（児童コーナー）



jinsekikougen information

暮らし
　 広場

12広報 神石高原11月号13 広報 神石高原11月号

　

広
島
法
務
局
と
広
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
男
女
差
別
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
女
性

11月１日現在　（　）内は前月比

※ 町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

県立神石三和病院では，“まめく
らぶ”（神石三和病院健康学習会）
を，毎月１回開催しています。毎
月テーマを変えて，専門の医師や
スタッフにより，広く地域の皆さ
んに健康情報を提供いたします。
どうぞお気軽に参加ください。

＊病院内２階会議室で，10時か
ら，約１時間行います。
＊お問い合わせ
　県立神石三和病院☎85-2711
　（総看護師長）吉村　福代
　（栄　養　室）渡邉　鈴子

開催日
11月18日㈫　10時～

内　容
『老化は足元から』
 ―あなたの筋肉　ねむっていませんか？―

担　当
理学療法士

外
との

木
き

　　敦・井原　寿江

まめくらぶ
開催のご案内

神石三和病院
健康学習会

人口 11,498 人 （－26）
 男  5,460 人 （－12）
 女  6,038 人 （－14）
世帯 4,253 世帯 （－ 3）

●固定資産税・第４期分
●国民健康保険税・第６期分

※自治振興会や老人会等の各種団体研修会
の場で，今まで実施した「まめくらぶ」の
内容で学習会講師の派遣依頼をお受けし
ております。お気軽にご相談ください。

納期限　12月１日

人 口 と 世 帯

11 月 の 納 税

Ｅ
Ｔ
Ｏ
を
か
く
２
０
０
９
新
春
展

　

来
年
の
干
支
、
丑
（
牛
、
う
し
）
を
か
い

た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
色
彩
・
墨
色
・
図

柄
は
自
由
で
す
。
み
な
さ
ん
が
楽
し
く
書
い

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
応
募
期
間

　

11
月
20
日
（
木
）
〜
12
月
25
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

●
応
募
点
数　

１
人
３
点
ま
で

●
応
募
規
定　

　

・ 

作
品
の
大
き
さ
は
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
、
縦

横
・
用
紙
は
自
由
。

　

・ 

画
面
の
一
部
に
筆
（
筆
ペ
ン
は
不
可
）

を
使
用
し
た
、
う
し
の
文
字
ま
た
は
絵

の
作
品
。（
パ
ソ
コ
ン
で
の
作
成
は
不
可
）

●
展
示
期
間

　

 

平
成
21
年
１
月
２
日
（
金
）
〜
12
日
（
月
）

お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

●
応
募
方
法

　
 

作
品
の
裏
に
住
所
と
名
前
を
必
ず
記
入

し
、郵
送
ま
た
は
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
２
０
‐
０
０
６
７

　
　

福
山
市
西
町
一
丁
目
１
‐
１

　
　

 

福
山
ロ
ッ
ツ
８
階　

ふ
く
や
ま
書
道
美

術
館　
『
Ｅ
Ｔ
Ｏ
を
か
く　

２
０
０
９

新
春
展
』
係

　
　

☎
０
８
４
‐
９
９
１
‐
５
１
１
２

翁
山
世
界
一
の
夢
の
ツ
リ
ー

　

上
下
町
の
町
並
み
が
一
望
で
き
る
翁
山
を
約

４
，
０
０
０
個
の
電
球
で
装
飾
し
、
大
き
な
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
し
ま
す
。
今
年
、
20
年
の

節
目
に
事
業
を
終
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、「
20
周
年
あ
り
が
と
う
」
の
図
案

で
電
飾
し
ま
す
。
12
月
７
日
（
日
）
に
は
、
熱

気
球
に
も
乗
れ
ま
す
。

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

時　

12
月
７
日
（
日
）
〜

　
　
　

平
成
21
年
１
月
４
日
（
日
）

午
後
６
時
〜
11
時

場　

翁
山
（
府
中
市
上
下
町
上
下
）

問　

 

翁
山
世
界
一
の
夢
の
ツ
リ
ー
実
行
委
員

会
（
上
下
町
商
工
会
内
）

　
　

☎
０
８
４
７
‐
６
２
‐
３
５
０
４

　

検
察
審
査
会
は
、
検
察
官
が
行
っ
た
不
起

訴
処
分
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機

関
で
す
。

　

犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
人
や
犯
罪
を
告

訴
、
告
発
し
た
人
か
ら
、
検
察
官
の
不
起
訴

処
分
を
不
服
と
し
て
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と

き
に
審
査
を
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、
申
し
立
て
が
な
く
て
も
、
検
察
官

が
不
起
訴
に
し
た
事
件
を
取
り
上
げ
て
審
査

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
の
審
査
員
は
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
ま
す
。（
任

期
は
６
カ
月
）

　

詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど
の
被
害

に
遭
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
そ

の
事
故
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
、
ど
う

も
納
得
で
き
な
い
、
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
こ

ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
検
察
審
査
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
で
、
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

福
山
検
察
審
査
会
事
務
局

 

（
福
山
市
三
吉
町
１
‐
７
‐
１
）

　

☎
０
８
４
‐
９
２
３
‐
２
８
９
０

こ
ん
な
と
き
に
は
相
談
を

 

検
察
審
査
会
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交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

 

名　

前 

（
自
治
振
興
会
） 　
　

年
齢

お
悔
や
み
（
10
月
届
出
分
）

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.police.pref.hiroshima.lg.jp/

町内の
交通事故

９月分

交通事故0の町を目指そう！
運転免許更新日の案内

神石高原町内事件・事故発生状況

藤ふ
じ　

井い　

彰し
ょ
う　

真ま　
（
城　
　

山
）

松ま
つ　

浦う
ら　

花か　

怜れ
ん　
（
小　
　

畠
）

馬う
ま

屋や

原は
ら　

桃も
も　

香か　
（
時　
　

安
）

 

名　

前 

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
10
月
届
出
分
）

川か
わ　

上か
み　

二じ　

郎ろ
う　
（
草　
　

木
） 

82
歳

川か
わ　

上か
み　

三み
つ　

枝え　
（
小　
　

畠
） 

88
歳

前ま
え　

田た　

一か
ず　

志し　
（
井
関
大
矢
） 

78
歳

馬う
ま

屋や

原は
ら　

利と
し　

夫お　
（
小　
　

畠
） 

71
歳

保や
す　

岡お
か　

兼か
ね

四し

郎ろ
う　
（
古　
　

川
） 

100
歳

渕ふ
ち　

原は
ら　

六む

十と

三み　
（
安　
　

田
） 

88
歳

澁し
ぶ　

谷や　

和わ

可か

惠え　
（
仙
養
西
） 

81
歳

三み　

𠩤は
ら　

静し
ず　

香か　
（
西
油
木
） 
84
歳

伊だ　

達て　

松ま
つ　

美み　
（
木
津
和
） 
73
歳

安や
す　

原は
ら　

民た
み　

枝え　
（
木
津
和
） 

81
歳

中な
か　

平だ
い
ら　

惠や
す　

勇お　
（
有　
　

木
） 

69
歳

馬う
ま

屋や

原は
ら　

淳じ
ゅ
ん　

子こ　
（
時　
　

安
） 

77
歳

内な
い　

藤と
う　

實じ
つ　

夫お　
（
有　
　

木
） 

76
歳

上か
み　

原は
ら　

益ま
す　

男お　
（
高　
　

蓋
） 

104
歳

近こ
ん　

藤ど
う　

令よ
し　

典か
ね　

（
古　
　

川
） 

83
歳

　12月の免許更新日は５日（金），19日（金）です。

店舗や住宅に侵入しての窃盗事件が発生しています。戸締まりを確実に
して被害を防止しましょう。

車上ねらい（福永）・忍込み（油木）・空き巣（未遂・油木）

物損事故 12 件

人傷事故 2 件

一般・違反・初回講習の方は21日に受付された場合，講習は後日となります。ご注意ください。

を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
を
積
極
的
に
把

握
し
、
問
題
解
決
の
た
め
に
援
助
す
る
専
用

電
話
相
談
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
17
日
（
月
）
か
ら
23
日
（
日
）
ま
で

は
、
全
国
一
斉
強
化
週
間
と
し
、
相
談
時
間

を
延
長
し
て
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

●
相
談
時
間

• 

11
月
17
日
（
月
）
か
ら
21
日
（
金
）
は
、

午
後
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

• 

22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）
は
、
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
ま
で

　

消
費
者
団
体
に
よ
る
活
動
報
告
や
松
永
和

紀
氏
を
講
師
に
迎
え
て
の
、
講
演
「
食
の
安

全
情
報
を
読
み
解
く
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
エ
コ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
26
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　

鯉
城
会
館
５
階
サ
フ
ァ
イ
ア

 

（
広
島
市
中
区
大
手
町
１
‐
５
‐
３
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

広
島
県
環
境
県
民
局
総
務
管
理
部

 

消
費
生
活
課

　

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
７
３
０

消
費
者
の
つ
ど
い
２
０
０
８

　秋も深まり，日が暮れる時間も日に日に早くなってきています。夕
暮れ時は，交通量が増えるだけでなく，人も車も見えにくくなります。

●慎重な運転
　夕暮れ時は見えにくいことを自覚してスピードを落とし，周囲の歩行者や
自転車の動きに十分注意しましょう。
●反射材の活用
　反射材は自分の存在を知らせるために非常に効果的です。暗くなる前に早
めに反射材を着用しましょう。
　また，自転車の反射材も後部だけでなく，前面や側面にも取り付けて目立つようにしましょう。
●早めのライト点灯
　ドライバー，自転車利用者の方は，早めにライトを点灯しましょう。早めにライトを点灯することで，周囲に自分
の存在を知らせることができるだけでなく早期に相手を発見することができます。

夕暮れ時の交通事故防止
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神石高原町の

牧 自 治 振 興 会 の
池田 博信さん

☆親の願い いつも笑顔で元
気いっぱい！これからも元気で
すくすく大きくなってね。

宮
みや

木
き

　啓
けい

佑
すけ

ちゃん
（福　永）

☆親の願い　いつも感謝の
気持ちを忘れずに素直な元
気な子に育ってほしい！

渡
わた

辺
なべ

　勇
ゆう

輝
き

ちゃん
（井関・大矢）

認知症予防に取り組みましょう！

この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

広報神石高原 № 49
平成20年11月15日発行

発行・広島県神石高原町役場企画課　tel 0847-89-3332　fax 0847-85-3394
神石高原町のホームページ　http://www.jinsekigun.jp/

　

昨
年
７
月
に
発
足
し
た
『
農
事
組
合
法
人　

高
原
の
里　

ま
き
』

の
理
事
を
さ
れ
て
い
る
池
田
さ
ん
。
今
年
か
ら
本
格
的
に
米
作
り
を

は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。
法
人
で
は
、
牧
地
域
の
農
家
50
軒
程
が
参
加

し
、
26 

ha
の
農
地
を
耕
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｍ
普
及
協
会
の
事
務

局
長
も
さ
れ
て
い
る
池
田
さ
ん
は
、
こ
の
農
地
の
う
ち
、
80
ａ
で
Ｅ

Ｍ
菌
を
使
い
、農
薬
・
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
有
機
栽
培
の
お
米
「
特

別
栽
培
米
」
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

食
の
安
全
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
有
機
栽
培
の
食
物
へ
の
関
心
も
高

ま
り
、「
大
阪
の
企
業
の
方
か
ら
、『
職
員
の
食
生
活
に
危
機
を
感
じ
、

安
全
な
食
物
を
食
べ
さ
せ
た
い
』
と
い
う
話
が
あ
り
、
手
作
り
で
田

植
え
・
稲
刈
り
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
」
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
収

穫
し
た
お
米
を
参
加
者
に
送
る
と
、「
お
米
が
光
輝
い
て
い
る
」「
と

て
も
美
味
し
か
っ
た
」
な
ど
、
お
米
を
食
べ
た
方
は
大
変
喜
ば
れ
た

そ
う
で
す
。

　

ま
た
、「
特
別
栽
培
米
」
を
「
障
害
者
が
働
か
れ
て
い
る
お
店
で

お
米
を
小
分
け
に
し
て
、
販
売
し
て
も
ら
う
計
画
」
と
、
食
の
安
全

へ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

大
変
好
評
だ
っ
た
「
特
別
栽
培
米
」
で
す
が
、
農
薬
・
化
学
肥
料

を
使
っ
た
場
合
に
比
べ
、有
機
栽
培
で
は
収
穫
が
落
ち
る
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、「
今
、
安
全
な
食
物
の
入
手
は
困
難
で
、
ほ
し
い
と
思

う
人
は
多
い
。
Ｅ
Ｍ
菌
を
使
い
、
有
機
栽
培
す
る
こ
と
で
安
全
な
食

物
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
土
壌
に
な
り
、
水
も
き
れ
い
に

な
る
。
環
境
に
も
人
に
も
味
に
も
い
い
。
一
石
二
鳥
、
三
鳥
に
も
な

る
」
と
、
そ
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
お
米
だ
け
で
は
な
く
、「
ブ
ド
ウ
も
作
り
た
い
」
と
「
安

全
な
食
物
」
に
対
す
る
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

お問い合わせは保健課地域包括係（地域包括支援センター）　☎89-3377まで

　９・10月に町内４会場で，認知症予防講演会が開催され，約
300人もの方が参加！講師に池本富美恵先生をお迎えし，日常生活
の中で認知症を予防する方法を分かりやすくお話いただきました。
今後も認知症予防の取り組みを行いますので，ぜひご参加ください。

〈実践してみよう！認知症予防のポイント〉
○からだを動かす。（ウォーキング，体操など）　　○指や手を使う。（文章を書く，手芸，料理，指の体操など）
○バランスのとれた食事を心がけ，よく噛んで食べる。（塩分を控え，魚や野菜を中心に。水分も大切）
○頭を働かせる。（料理，短歌や俳句づくり，囲碁や将棋，歌唱，朗読など）　　○たくさん笑う。


